
Fig.1  A trajectry image of proton beam on 

phosphor screen at terminal voltage 1.5 MV. 
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【緒言】  

 近年、新たな粒子加速の取り組みとして、量子科学技術研究開発機構関西光科学研究所

では、高強度レーザーJ-KAREN-P を用いたレーザー駆動イオン加速実験が行われている。

J-KAREN-P のレーザー光と、水素分子の集合体である水素クラスターターゲットの相互作

用により他のイオン種を含まない高純粋な陽子線を高繰り返しで発生させることが可能で

ある一方、イオン計測の高精度化及び実時間化が求められている。本研究では、レーザー

加速イオン計測用に開発されたリアルタイムトムソンパラボラシステムの校正を目的とし、

神戸大学所有のタンデム加速器 5SDH2 を用いて、システムに対し 0.5~3.0 MeV の陽子線を

照射して解析を行った。 

【結果と考察】 

 タンデム加速器の 0 度方向のビームラインにリアルタイムトムソンパラボラシステムを

設置し、陽子線及び中性粒子が入射するように調整した。本研究で用いたトムソンパラボ

ラシステムは検出部に蛍光体付き Micro Channel Plate (MCP)と CCD カメラを用いることで

リアルタイム計測が可能である。Fig. 1 に Terminal 電圧 1.5 MV の陽子線を入射させた際の

計測結果を示す。Fig. 1は紙面上下方向が磁場により偏向されており、下方が高エネルギー

である。一方で紙面左右方向は電場により偏向されている。加速器から入射する陽子線は、

単色のエネルギーであるため、蛍光体上の軌跡を点として確認出来、電場によって偏向さ

れている事が分かる。次に、蛍光体上に描かれる軌

跡が電場と磁場により決定される軌跡に従うのか

を確認するため、検出部を固体飛跡検出器 CR-39 に

変更しイオンのエネルギーと入射位置の関係を比

較した。エッチピット形状を解析することで、入射

したイオンのエネルギーを求めたところ、2.0 MeV

以上では理論通りの位置に陽子線が入射している

のに対して、低エネルギーになるにつれて 0.5 MeV

以上のずれがあり一致しなかった。この原因につい

ては現在解析中であるが、CR-39 における陽子線の

校正データ不足や、磁石の漏れ磁場等が理論式に

加味されていないことが考えられる。                              
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